
次世代のインターネット接続「ＩＰｖ６」ですが、利用するにはいくつかのハードルを越えなくてはなりません。まずは、契約しているインターネット回線が

「ＩＰｖ６」に対応していること。次に、利用しているインターネットサービスプロバイダが「ＩＰｖ６」接続サービスに対応していること。そして、最後は使用し

ているネットワーク機器（ルータ等）が「ＩＰｖ６」に対応している事が必要です。

例えばＮＴＴの「フレッツ光」なら、契約しているプランを調べれば「ＩＰｖ６」が利用できるか、申し込みが必要

なのかがわかります。また、プロバイダも会員サポートなどを利用して「ＩＰｖ６」サービスへの対応を確認して

みてください。ちなみに私の場合は、ＮＴＴは対応済みで、プロバイダは申し込み（無料）が必要でした。

IPｖ６ってなに？Wi-Fi6って何のこと？
　　　　　　　　　　　　スマートフォンの普及やゲーム機の普及で、私たちの周りにはたくさんのインターネット接続機器があります。テレビやレコーダーのほか、

今ではエアコンや洗濯機など、いろんな家電もインターネットに接続できるものもあり、遠隔操作が出来る機種もあります。パソコンだけで無く、いろんな機

器がインターネットに接続できるようになり、便利になっていくと同時に、インターネットの世界はいろんな進歩をしてきました。その進歩の１つが「ＩＰｖ６」で

あり「Ｗｉ-Ｆｉ６」です。偶然、どちらも「６」が付きます。今回はこの２つ「６」について簡単にご紹介します。

“６”に
注目
！

“６”に
注目
！

Ｗｉ-Ｆｉ６で快適インターネット

　　　　　　　　　北陸の定番紅葉スポット「白山白川郷ホワイトロード」が

　　　　　　　　　今年は土砂崩れの復旧工事が完了せず、閉鎖されたま

　　　　　　　　　までした。私の秋のドライブコースでもあったため今年は

　　　　　　　　　国道４１号を富山から飛騨高山までドライブしてきました。

免許取立ての頃に始めて遠出したドライブコースでもあり、とても懐かし

かったです。もちろん紅葉もすばらしかったですよ。

ＩＰｖ６ でインターネットを快適に！

開発室から

「ＩＰｖ６」とは、Internet Protocol Version 6（インターネット プロトコル バージョン6）の略で、「プロトコル」はインターネットで情報を通信するためのルール

のことです。インターネットで通信をする時には「ＩＰアドレス」という識別番号がパソコンやスマホなどの機器に割り当てられます。これはインターネット上

の住所の役割をするもので、今までは「１２３.１２３.１２３.１２３」のように、４組の数字の羅列で表していました。でもこのルールではＩＰアドレスの数に限

りがあり、いずれは不足してしまいます。そこで新しく誕生したルール（プロトコル）が「ＩＰｖ６」です。これまでの「ＩＰｖ４」では約４３億個のＩＰアドレスに対

応しましたが、「ＩＰｖ６」では無限とも言えるほどのＩＰアドレスを扱えるようになりました。

「ＩＰｖ６」は、ＩＰアドレスの数だけでなく、インターネットの接続方式にも違いがあり、この

接続方式の違いがインターネットの速度に大きく関係してきます。「ＰＰＰｏＥ接続」と

「ＩＰｏＥ接続」の違いです。難しいことは書きませんが今までの「ＩＰｖ４」は「ＰＰＰｏＥ接続」

で、片側１車線の道路だとすると、「ＩＰｖ６」の「ＩＰｏＥ接続」は片側３車線の道路で、渋滞

が起きにくいと思ってください。右のイラストのように、一般道路と高速道路の違いと思っ

ても良いでしょう。とにかく、「ＩＰｖ６」の「ＩＰｏＥ」はインターネットの接続が安定して、高速

化が期待できるのです。

次の「６」は、「Ｗｉ-Ｆｉ６ 」です。「Ｗｉ-Ｆｉ」は無線ＬＡＮの規格ですが、

その規格の第６世代ということで、最新の規格「ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ」

のことを「Ｗｉ-Ｆｉ６」と言うのです。その一つ前、現在かなり普及して

いる規格の「ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ」は「Ｗｉ-Ｆｉ５」と呼ばれます。

規格が新しくなれば当然のように通信速度も速くなります。理論値

ですが「Ｗｉ-Ｆｉ６ 」 は「Ｗｉ-Ｆｉ５」の１．４倍の９．６Ｇｂｐｓになりまし

た。また、「ＭＵ-ＭＩＭＯ」と呼ばれる、複数の端末にデータを送信で

きる技術では、「Ｗｉ-Ｆｉ５」の４台から、８台に増えました。

そしてもうひとつ嬉しい事があります。消費電力が小さくなった事で

す。「Ｗｉ-Ｆｉ６」は消費電力が小さいので、スマートフォンやノートＰＣ

などのバッテリーが長持ちするようになるのです。

どうすれば ＩＰｖ６を利用できるの？

（（（（イラストイラストイラストイラストははははアイアイアイアイ・・・・オーオーオーオー・・・・データデータデータデータ機器機器機器機器ホームページホームページホームページホームページよりよりよりより））））

「ｖ６プラス」は必須！

ここまで「ＩＰｖ６」のメリットをご紹介しましたが、実は「ＩＰｖ６」は「ＩＰｖ４」との互換性がありません。そこで「ＩＰｖ４」

との互換性を保つように「ＩＰｖ４ ｏｖｅｒ ＩＰｖ６」という通信技術を使って「ＩＰｖ４」サイトを閲覧できるようにします。

そして「ＩＰｖ４ ｏｖｅｒ ＩＰｖ６」を利用するには、「ｖ６プラス」に対応しているプロバイダを選ぶ必要があります。

もし、ご利用中のプロバイダが「ｖ６プラス」に対応していない場合は、別のプロバイダに変更するか、プロバイ

ダの対応を待つしかありません。

現在使用しているルータは、「ＩＰｖ６」に対応していますか？メーカーのホームページ

や取扱説明書で確認してください。最近のルータはほとんどが対応しているはずで

すが、もし対応していない場合は、次にご説明する「Ｗｉ-Ｆｉ６」対応の無線ルータの

導入も合わせてご検討ください。デスクトップＰＣへの有線接続とノートＰＣやスマー

トフォンへの無線接続の両方で、安定化と高速化が期待できますよ。

プロバイダのホームページ
で「Ｖ６プラス」をチェック！
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ロゴ

スマホでは、現在「５Ｇ」が話題になっています。次世代の通信規格

で、その速度は理論値で２０Ｇｂｐｓと言われています。実際にはもっ

と通信速度は落ちますが、それでも１Ｇｂｐｓを越える速度でのモバ

イル通信になると見られています。そんな高速のモバイル通信環境

が整えば、その速度を基準としたコンテンツやサービスが充実してく

る事が予想されます。そうなれば、遅い通信速度のＷｉ-Ｆｉでは力不

足になってしまい、快適なサービスが受けられなくなってしまいます。

でも、「Ｗｉ-Ｆｉ６」であれば、１Ｇｂｐｓを越える通信速度が期待できる

ので、十分に対応できるはずです。

既に「５Ｇ」サービスは始まっています。まだ

通信エリアは限られた一部のスポットに限定

されていますが、拡がり始めればアッと言う

間に拡大されるはずです。その時「Ｗｉ-Ｆｉ６」

は必要不可欠になるのではないでしょうか。

“６”を知って、“６”を活用して、快適なネット

ワーク環境をご利用ください。


